
別紙 

新型コロナウイルス感染症対策のための一斉臨時休業中における 

臨時登校時の留意事項 

〇 健康観察等を行いましょう 

 ～児童生徒・教職員みんなで、感染しない・感染させない 心がけが大切です～ 

１ 登校にあたっての注意 

・自宅で健康状態を確認し、軽い風邪症状など、少しでも体調が悪い場合は家で休養するように 

２ 登校前の健康チェック  

   ① コロナウイルス感染症に関連する症状について、体調チェック 

（のどの痛み、咳、痰、鼻水、倦怠感、息苦しさなど異常の有無を確認） 

② 検温 

   ③ 同居家族の健康状態 

 ※チェックカードを使う場合のポイントについては、別添例示を適宜参考 

３ 学校での健康観察等 

(1) 登校時の健康チェック 

   ① コロナウイルス感染症に関連する症状について、体調チェック 

（のどの痛み、咳、痰、鼻水、倦怠感、息苦しさなど異常の有無を確認） 

   ② 検温（昇降口などで活動開始前に行う） 

  (2) 活動中の健康観察 

   ① 活動中の表情や行動など心身の状態 

   ② 体調が少しでも悪い場合は、別室で休養しながら、早退措置 

  (3) 健康管理 

・登校時（教室に入る前）、下校時、屋外・体育館等での活動後、トイレ使用後など流水及び石鹸

等による手洗い（または手指のアルコール消毒など）の励行 

・咳エチケットの徹底 

〇 密集状況を回避して感染リスクを下げましょう 

～できるだけ、人と人の接触をさける環境づくり、 

時間短縮の検討など、感染リスクを下げる工夫をしよう～ 

１ 時間設定等 

  ・公共交通機関を利用する児童・生徒がいる場合は、混雑する時間帯の回避を考慮した登校時間 

・学年・学級ごとに登校日を設定するなど、多くの児童生徒が一同に集まることがないよう配慮 

  ・学級ごとに集合時間、活動時間をずらすなど、移動、トイレ等の動きが重なる状況を避けるよう

配慮 

  ・長時間、一緒に活動することによる感染リスクを避けるために、短時間の活動となるよう配慮 

２ 活動場所等 

  ・体育館、図書館等に複数の学級が重ならないように配慮 

  ・移動、トイレ等の動きが重ならないよう、動線に配慮 

３ 活動人数等 

  ・活動場所、担当教員、活動グループ等の設定を工夫し、児童生徒の間隔が十分に確保できるよう

配慮 

   



○ 感染症予防のための衛生的な環境をつくりましょう 

～感染症の原因となるウイルスを教室などから排除する取り組みをしよう～ 

１ 定期的かつこまめな換気 

２ 消毒（アルコール等） 

  教職員が手袋、マスクを着用して実施 

 ・教室（ドアノブ、机上など）、廊下や階段の手すり 

・トイレ（ドアノブ、水洗レバー、照明スイッチなど）、手洗い場（蛇口、流しなど） 

・遊具など活動で使用した物品 

 

（参考） 

令和２年３月２日付け文部科学省 元文科初第 1598 号「新型コロナウイルス感染症防止のための小

学校等の臨時休業に関連した放課後児童クラブ等の活用による子どもの居場所の確保について(依頼)」

（URL：https://www.mext.go.jp/content/20200303-mxt_kouhou01-000004520_01.pdf） 

に、下記の内容が記載されています。 

☆子供の居場所の確保に係る衛生管理について 

１ 基本的な感染症対策の徹底 

手洗いや咳エチケットなど 

２ 環境衛生管理の留意事項 

①教室等における児童生徒同士の距離の確保及び接触の回避 

②適切な環境の保持 

③教室等の清掃 
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